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 第３回 TDM 推進委員会が、平成１６年１２月９日（水）午後２：００より、ウェルネスさがみ

はら研修室で行われました。 

今回は、現況再現のシミュレーションを基に、実際との 

相違点について意見交換を行い、また、自動車通勤実態調査 

の結果により、公共交通への転換意向が低いことなどが 

報告されました。今後の進め方については委員の皆さんから 

一言ずつ意見を伺い、追加のアンケート調査や施策の抽出 

にあたっての考え方などの意見が出されました。 

 

平成１７年１月２５日 

議題について 

高橋委員長の進行により議題が進められました。以下その内容を掲載します。 

（１）ＷＳの報告 

ＷＳの中で検討している渋滞対策のアイディアについて意見を伺うために、田名・上溝地区

の全世帯を対象にした住民アンケートや、周辺企業やバス事業者などへのヒアリング調査の実

施について説明されました。 

既にヒアリング調査について一部行われており、渋滞対策の難しさなどの感想が、実際に体

験したＷＳ代表者からありました。 

 
 
 
 
 
 
 

（２）現況再現シミュレーション 

東京海洋大学の研究室による、愛川線の現況再現シミュレーションがお披露目となりまし

た。上溝駅から高田橋までの道路の図面がスクリーン上に現れ、そこを大型車や普通車などの

車両を表現した四角形の図形が、信号の現示に従って走行したり、停車したりしながら、愛川

線の混雑状況が再現されていました。 

交通量調査のデータなどを入力していますが、路上駐車による速度の低下などの不特定要素

があるために、実際の状況とは違う場所もありましたので、多くの方に見て頂きながら修正し

ていきます。 

このシミュレーションが完成すると、具体的な施策の効果を表現することができるので、効

果予測をする時に役立ちます。 

 

公共交通への転換意向が課題！ 

住民アンケート 
対象：田名・上溝地区の約15,000 世帯 

 方法：自治会の回覧版を利用 
 行程：12 月末までに回収して、1 月に解析

ヒアリング調査 
神奈川県・・・12月2日 
市 役 所・・・12月7日 
警 察・・・12月10日 
企 業・・・12月14日 
神 奈 中・・・12月17日 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）自動車通勤実態調査 

愛川線の自動車通勤の実態を把握するために、自動車通勤時のドライバーに直接配布するア

ンケート調査を実施した結果が報告されました。 
通勤ルートの変更は条件付で意向があるものの、公共交通への転換意向やサイクル＆バスラ

イドの利用意向は低いことが分かります。この意向のない方々にいかに協力していただくかが

課題です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（４）今後の進め方について 

  今後の進め方について、次のような意見が出されました。 

１） 追加アンケートについて 

今までのデータによると、地域内に出発地や目的地がある距離の短い移動が多いので、こ

の移動の実態を把握するために、周辺企業や市役所を対象にアンケート調査を行うことが提

案されました。アンケートの内容は、通勤経路や施策抽出の参考になる質問とすることにな

りました。 

２） ＷＳについて 

   施策の抽出でＷＳが終わるのではなく、社会実験やその後の本格実施に向けて、継続的に

活動していくことが重要です。 

３） 施策抽出について 

   地域に合った施策づくりが必要で、そのためには地域の協力が不可欠です。先日行った自

動車通勤実態調査の結果によると、TDM 施策に対する意識は低いので、意識改革等の取り

組みも必要です。 
   施策を行う上では、利用者に負担が偏っては継続しません。色々な立場の方々が少しずつ

負担することによって、みんなにとってよりよい施策を実施することが望まれます。 

  ４）情報提供について 

愛知県豊田市のトヨタ従業員を対象とした TDM 施策や、寒川工業団地における企業バス

の活用など参考となる事例について、各委員に情報提供等の協力をお願いします。 

実施日時：平成16 年 10 月 28 日（木） 6：30～9：30 
調 査 票：4,300 枚配布、1,080 回収 
主な回答：・職業は「会社員、公務員」が全体の７割 
     ・調査時の「一人乗り」は全体の９割 
     ・「平日の毎日利用する」は全体の９割 
     ・愛川線を利用する理由は「いつも利用する最短経路」が全体の７割 
     ・通勤ルートを変更する条件は「すいていること」が全体の７割 
     ・公共交通への転換条件は「変えるつもりはない」が全体の５割 
     ・サイクル＆バスライドの利用意向は「利用しない」が全体の７割 

その他について 

今回の委員会も各委員から活発な意見が出されました。渋滞緩和という非常に難しい課題では

ありますが、これだけの住民や専門家が集まって取り組むことができると、実現性を非常に高め

ることができます。これからも本委員会の活動が大いに期待されます。 

詳しい会議録は、相模原市ホームページの「審議会等の情報」よりお入りください。 

次回は平成１７年１月２５日（火）に相模原市役所第３委員会室で行われます。 
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